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｢

た
ち
ば
な
会｣

の
発
足 

昭
和
５４
年
１
月
に
、
日
本
橋
橘
町
に
町

会
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
近
隣
者
同
士
で
、
助
け
合
い
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
変
貌
で
会

員
が
減
り
、
平
成
１８
年
１０
月
に
残
念
な

が
ら
一
時
休
会
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
町
会
の
皆
さ
ん
か
ら
の
再
開
要
望
が

強
く
な
り
平
成
２２
年
４
月
に
活
動
を
再

開
い
た
し
ま
し
た
。 

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
健
全
で
明

る
く
楽
し
い
生
活
を
目
的
に
、
定
例
会
・

親
睦
会
・
講
演
会
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
社
会
奉
仕
活
動
や
会
員
が
希
望
す
る

活
動
に
つ
い
て
も
毎
年
役
員
会
で
検
討

し
、
各
自
の
仕
事
や
家
庭
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。 

活
動
内
容 

会
の
主
な
活
動
は
、
①
定
例
会
・
役
員

会
（
毎
月
）
②
ラ
ジ
オ
体
操
、
③
町
内
清

掃
④
健
康
講
座
、
⑤
研
修
旅
行
を
メ
イ
ン

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
会
員
か
ら
ご
希
望

が
あ
れ
ば
検
討
実
施
も
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
中
央
区
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
参
加 

し
て
町
会
内
の
清
掃
を
し
た
り
、
東
日
本

橋
交
差
点
に
あ
る
緑
地
帯
の
草
取
り
は

常
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

 

             

「
迎
賓
館
」
赤
坂
離
宮
の
本
館
前
で
記
念
写
真 
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わ
た
し
の
生
き
が
い
高
齢
者
ク
ラ
ブ
紹
介
（
４２
）

０ 
 

） 

８
月
は
「
大
江
戸
ま
つ
り｣

の
盆
踊
り
に

向
け
た
恒
例
の
練
習
会
が
あ
り
、
若
い
人

と
一
緒
に
「
東
京
音
頭
」
や
「
ど
た
れ
ば

ち
サ
ン
バ
」
な
ど
を
元
気
よ
く
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
踊
り
ま
す
。
本
番
で
櫓
の
上
で
踊

る
準
備
を
皆
さ
ん
楽
し
く
賑
や
か
に
行
っ

て
い
ま
す
。 

秋
の
食
事
会
は
美
味
し
い
、
食
べ
て
み

た
い
と
評
判
の
お
店
に
行
き
、
美
味
し
い

料
理
を
堪
能
し
、
ま
た
皆
さ
ん
と
歓
談
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
。 

も
ち
つ
き
大
会
、
敬
老
の
祝
い
、
新
年

会
な
ど
も
毎
年
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

機
会
に
は
、
お
と
し
よ
り
相
談
セ
ン
タ
ー
、

久
松
警
察
署
な
ど
か
ら
「
お
話
を
お
聴
き

す
る
」
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。 

橘
町
の
歴
史
を
古
老
か
ら
伺
い
、
皆
さ

ん
か
ら
は
経
験
談
と
し
て
話
し
て
頂
く
お

話
会
、
朗
読
を
趣
味
と
し
て
勉
強
さ
れ
て

い
る
会
員
か
ら
心
に
響
く
「
朗
読
」
を
お

聞
き
す
る
場
も
あ
り
ま
す
。 

健
康
予
防
講
座
で
は
「
毎
日
の
健
康
な

生
活
に
す
ぐ
に
役
立
つ
ケ
ア
、
ち
ょ
っ
と

し
た
体
と
心
の
つ
ぼ
」
を
ご
指
導
頂
き
ま

す
。
ま
た
健
康
吹
矢
講
座
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
研
修
旅
行
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂

け
る
よ
う
な
場
所
を
役
員
で
毎
回
検
討

し
、
前
回
は
赤
坂
離
宮
の
「
迎
賓
館
」
を

見
学
し
ま
し
た
。
国
が
国
賓
を
処
遇
す
る

館
を
皆
さ
ん
見
学
し
大
い
に
感
動
し
ま
し

た
。 こ

れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
立

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
役
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。 
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振り込め詐欺に 

だまされないで！！ 
ハガキによる架空請求       メール・ＳＭＳによる架空請求 

 

総合消費料金に関する 

訴訟最終告知のお知らせ 

          管理番号(○)△△△△ 

 

あなたが利用していた会社から契約不履行 

による民事訴訟として、訴状が提出された 

ことを通知します。 

裁判取下げ最終期日を経て訴訟を開始させ 

て頂きます。裁判取下げなどのご相談は当 

局にて承りますので、職員までお問い合わ 

せください。 

 

※取下げ最終期日 令和２年○月○日 

 

法務省管轄支局 国民訴訟通達センター 

東京都千代田区霞が関×-×-× 

お問合せ 03-××××-×××× 

 

絶対に連絡しないで！！ 
還付金詐欺 区役所をかたり、電話で「保険料の還付がある」と偽って 

ＡＴＭに誘導し、高額な金額を振り込むよう指示してきます。 

 

あやしいと思ったら、すぐ相談 

 

中央区消費生活センター ０３－３５４３－００８４ 

０３－３５４６－５７２７ 

月曜日から金曜日まで（祝日・年末年始を除く） 

午前９時から午後４時まで 

中央区築地１－１－１ 中央区役所１階

有料動画の未納料金が発生

しています。本日中にご連

絡なき場合、法的手続きに

移行します。アマゾンサポ

ートセンター※ 

０３―××××―×××× 

 

※実際に架空請求業者が使

用した名称の例です。 
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高橋虫麻呂(たかはしのむしま

ろ)  

身 近 な 話 題 ・ ト ピ ッ ク ス 

 

《お雛様の由来》 

９巻 １７４８番 

我が行(ゆ)きは 七日(なぬか)は過ぎじ 龍田彦(たつたひこ) 

  ゆめこの花を 風にな散らし 

《万葉集》 

 私の旅は７日を越えることはないでしょう。龍田彦(奈良県にある龍田大社。風の神を

祀ったとされている。)よ、決してこの花を散らさないでください。 

ひな祭りの由来は、中国から伝わる｢五節句｣の行事のひとつの｢上巳(じょうし)｣といわれて

います。 

【五節句】 

 

 

 

 

 

 

季節の節目は、昔から邪気が入りやすいとされていました。中国では｢上巳｣に川で身を清め

る習慣があり、日本では紙などで作った人形で自分の体を撫でて穢れを移し、川に流すことで

邪気祓いをする行事として広がってきました。これが現在でも残る｢流し雛｣のルーツといわれ

ています。 

｢上巳｣が広まる平安時代の頃、貴族の子ども達の間で｢雛あそび｣と呼ばれる現在の｢ままご

と｣に近い人形遊びが流行していました。この｢雛｣が｢小さくてかわいらしいもの｣という意味

から、この｢人形遊び｣と｢上巳｣が結びつき、今の｢ひな祭り｣の原型になったと考えられていま

す。 

時代とともに人形作りの技術が発達し、立派な人形が作られるようになり、やがて川に流さ

れるものから創るものに変わってきました。そして江戸時代に入り、女の子のための行事とし

て定着するようになったようです。 

 

（

 

別 

表 

１月７日 人日(じんじつ)  七草がゆ 

３月３日 上巳(じょうし)  桃の節句 

５月５日 端午(たんご)   菖蒲の節句 

７月７日 七夕(しちせき)  星祭 

９月９日 重陽(ちょうよう) 菊の節句  

https://illustimage.com/?id=9316
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《読み語りの会》 

お知らせ 

    ３月のひろば｢コロナウィルス感染予防｣のため、中止となります。 

 

生 き が い ひ ろ ば    ２月１２日   （水） 
京 橋 ひ ろ ば          ２月２６日   （水） 
 
京 橋 ひ ろ ば          １月２２日  （水） 

 

生きがいひろば 

 

青柳幸子さん｢庭｣、長沼美智子さん｢役者バカ｣、塚本美

弥子さん｢連れあい｣３話ともにそれぞれの家庭の中の様子

が手に取るようにわかり、登場人物の姿が目に浮かぶよう

でした。どのような環境であっても変わることのない家族、

夫婦の絆。しっとりとした口調の中に感じることができま

した。 

岩間数子さん｢赤神と黒神｣では、津軽半島に住む黒神、

男鹿半島に住む赤神、そして田沢湖に住む女神様。この３

神が繰り広げる恋物語。女神様の美しい歌声、笛の音に不

思議な世界へと引き込まれていきます。 

 

 

 

 京橋ひろば 

 

 大野美弥子さん｢姑の写真｣、前田真智子さん｢鉾の女｣、 

藤野トシ子さん｢漱石の食卓｣、藤山光子さん｢俵藤太物語｣ 

様々なジャンルのお話を聞かせていただきました。 

 姑の存在感を改めて感じさせる｢姑の写真｣。女性の本当の

怖さを知る｢鉾の女｣。夏目家の“ぬか漬け”事情を知ること

ができた｢漱石の食卓｣。御伽草子の中の｢俵藤太物語｣、大蛇

退治の迫力を感じることができました。 

 最後には｢１８歳と８１歳の違い｣を皆さんで読み、楽しい

笑い声が上がっていました。 

 

 

前列左から長沼美智子さん、藤野トシ

子さん 後列左から大野美弥子さん、

前田真智子さん、藤山光子さん 

左から岩間数子さん、長沼美智子さん、

塚本美弥子さん、青柳幸子さん 


